
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

１０月２５日 №８９１例会 

『地区大会報告』 １０／８・９まつもと市民・芸術館 

担当＝会長・幹事 点鐘 12：30ｐｍ 

１． 点鐘 
２． ロータリーソング「手に手つないで」 
３． ビジター紹介 
４． 会長挨拶 
５． 幹事報告 
６． 出席報告 
７． ニコニコ BOX及び米山記念奨学会、ロータリー財団報告 
８． 委員会報告 
９． 本日の行事≪地区大会報告≫ 
10．点鐘 

 

◇文書受信のご案内 

①［Rotary International］……………………… 国際ロータリー理事指名委員会からの報告 
②［ロータリーの友事務所］………………………………… 『友』インターネット速報№206 
③［直前ガバナー事務所］……………………………………………………年次報告書訂正の件 
④［ガバナー堀川浩］………………………………………………………公式訪問(10/18)の礼状 
⑤［地区ｲﾝﾀｰｱｸﾄ委員会］…地区ＩＡ委員会・ＩＡＣ顧問教師連絡会出席のお願い(11/12土) 
⑥［飯田南ロータリークラブ］…………創立４０周年記念式典のご案内 11/20(日)ﾏﾘｴｰﾙ飯田 
 

◇例会変更・法定休日のご案内 

松川ＲＣ……１１／３(木)法定休日（文化の日） 

松川ＲＣ……１１／１０(木)⇒１１月７日（月）に変更 

     ガバナー公式訪問 天竜川ＲＣとの合同例会開催 サインメーク１１／１０(木) 

◇平成 17年 11月の飯田東ＲＣの例会案内 

1. 11／1  卓話                      担当=ロータリー財団 
2. 11／8  （夜間）会員慶祝・卓話          担当=ロータリー情報委員会 
3. 11／15 職場訪問例会                  担当=職業奉仕委員会 
4. 11／22 卓話                   担当=ロータリー情報委員会 
5. 11／29 卓話  海外研修報告           担当=インターアクト委員会 
 
 
 

職 業 奉 仕 月 間 

本日の行事 

－ 本日のMenu － 
生姜焼き丼、海老のﾁﾘｿｰｽ、ﾌﾙｰﾂ、みそ汁、香の物 

例 会      

お 知 ら せ 
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前例会記録 －Ｎｏ.８９０－ 10月 18 日（第 3火） 

◇会長挨拶  
今日は。今日はご案内のとおり「ガバナー公式訪問」と言うことで、堀川ガバナー・

久保田ガバナー補佐・宮下下伊那グループ事務局にご来訪｢頂きました。 
例会に先立ち、後藤幹事共々堀川ガバナーより多岐に亙りご指導いただきました。今後

のクラブ運営に反映させていきたいと思います。又、「本日の行事」の堀川ガバナーの

卓話が楽しみです。 
さて、先週の、「月見例会」は楽しんで頂けたでしょうか。私は、自分の「至らな

さ」に気付き少し気の重い時間を過ごさざるを得ませんでした。理由は、「挨拶」でし

た。例会においては、「さつき会」の皆様への挨拶を忘れ、月見例会の冒頭の挨拶では、

忙しい最中、ご臨席いただいた、名誉会員の牧野飯田市長への謝辞も失念し（牧野市長

の出席については森澤副幹事にお骨折り頂いたことも承知していながら）てしまいまし

た。それに比べ、小池クラブ奉仕委員長は、牧野市長への謝辞、さつき会への心配り、

併せて私の愚辞まで引用して頂くほどでした。そして、古林直前会長には、乾杯前の短

い挨拶の中で、さつき会の皆様へ、当日ピアノ・エレクトーンを演奏して頂いたお二人

に名前で呼びかけるなど気持ちの込められた挨拶をしていただきました。私の至らなさ

は、挨拶を軽んじたわけではありませんが、「仲間うち」という気持ちに流されたこと

と、挨拶は心配りでもあるということが身についてなかったことです。藤沢周平の小説

（何か覚えていませんが）の中に、「未熟者にもなれない不熟者」という言葉がありま

した。自分の年齢と考え併せ、「不熟者」と言う言葉が胸に刺さった月見例会でした。 
 

◇幹事報告 
1. 年次報告書が出来上がりましたので配布いたします。 
2. 例会変更につきましてはウィークリーに記載してあります。 
3. 飯田南ロータリークラブより創立４０周年の招待状がきております。11/20(日) 
4. 10/8、9 と松本において地区大会が開催されました。その折飯田東ＲＣは 100%出席で表
彰されました。 

ガバナー堀川浩様から古林前会長に手渡されました 

 

会員総数 出席計算数 欠席者 出席率 メークアップ 欠席 訂正出席率

37 31 1 96.8% 2 0 100%

本日の例会 前々例会

 
本日の欠席者 久保田久次君・小林糸子さん・小池亮一君・座光寺透君・宮澤修一君 

松下英一君 

［出席免除］石田一実君・伊藤篤君 

 

【本日のゲスト 3名・ビジター1名】 

ゲスト：ガバナー堀川浩様、ガバナー補佐久保田秀文様、補佐事務局宮下尚昌様 

    ビジター飯田ＲＣ中島衛君 

 本日のニコニコＢＯＸの合計は 41,000円。累計 546,000円です。 
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◇ニコニコボックス 
ガバナー  
  堀川浩様：貴クラブのご繁栄を祈念申し上げます。 
ガバナー補佐久保田秀文様 
      ：堀川ガバナーの公式訪問を心より歓迎致します。 
       貴重な「ガバナー卓話」ですので謹んでご静聴頂きたいと思います。 
ガバナー補佐事務局宮下尚昌様 
      ：お世話様になります。 
―――（飯田ＲＣ） 
  中島衛君：ガバナー公式訪問おめでとうございます。 
       いつもお世話様になります。 
―――（飯田東ＲＣ） 
  斉藤映君：堀川ガバナー歓迎致します。 
 後藤高一君：堀川ガバナー歓迎致します。 
 中田忠夫君：堀川 Gav雨の中ご苦労様です。 
       倉澤お姉さまのこけし展のお陰で穴場を見つけることができたので。 

   古林克己君：堀川ガバナー、久保田ガバナー補佐、宮下事務局様を歓迎致します。 
         本日は御苦労様です。お世話様になります。 
   矢澤昭彦君：○堀川ガバナーの来訪を歓迎して。 
         ○毎日オリオンズ、大毎オリオンズ、ロッテオリオンズ、そしてロッテ

マリーンズと変せんして３１年振りのパシフィックリーグの優勝を昔の 
         オリオンズファンとして心より喜んでおります。 

阪神との日本リーグが楽しみです。 
 片桐信親君：堀川ガバナーを歓迎して。 
       雨続きでピーナッツがなかなか掘れません。 
       月見例会、皆様のあたたかなご協力に感謝します。 
米山祥一君：堀川ガバナーを歓迎して。 
      先日尾澤さんから素晴らしい秋の味覚に…ありがとうございました。 

  倉澤敏恵さん：出掛けに見た新聞の今日の私の運勢『吉報に胸踊らす日なり』とありま 
した。なるほど…竹馬の友「中島衛」さんに会えました。 

    宮内孝君：第二棟目の授産施設が森澤さんらの協力で１１月１５日完成するはこび

です。県内でも大きな施設になりますので是非御見学下さい。 

   宮嶋逸雄君：堀川ガバナー、久保田ガバナー補佐、宮下ガバナー補佐事務局の皆様を 

歓迎して。 

   森澤勝志君：ガバナー公式訪問、堀川浩様ようこそ飯田東ロータリークラブへ。 

   杉本克己君：堀川ガバナーを歓迎して。 

    宮澤眞君：堀川ガバナーの来訪を歓迎して！ 

新井健司君：堀川ガバナーをお迎えして。 

   細川仁司君：堀川ガバナーを歓迎して。 

   伊藤清文君：堀川ガバナーの来訪を歓迎します。 

   飯島正紀君：堀川ガバナーの来訪を歓迎します。 

  久保田光一君：堀川ガバナーを歓迎して。 

  林隆夫君：堀川ガバナーをお迎えして。 

 佐々木治君：堀川ガバナー公式訪問を歓迎申し上げます。 

    宮澤宏君：堀川ガバナーの来訪を歓迎して。 

    穂苅修君：堀川ガバナー、久保田ガバナー補佐、宮下事務局の皆様の来訪を歓迎し 
て。 
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   竹村英二君：ガバナー堀川さんを歓迎して。 

   小池精治君：ガバナー堀川様、ガバナー補佐久保田様、事務局宮下様を歓迎して。 

  佐々木寿夫君：堀川ガバナーをお迎えして。 

   下田一則君：ガバナー堀川様、ガバナー補佐久保田様、ガバナー補佐事務局宮下様の 

訪問を歓迎して。 
 
 

◇本日の行事 『ガバナー公式訪問』 会場:シルクホテル 担当＝会長・幹事 
皆様こんにちは。 
塩尻クラブの堀川 浩で御座います。 
本日は貴重なお時間を頂戴して誠に有難う御座います。 
 
先の地区大会には大勢の会員のご参加を頂き誠に有難う御座いました。 
お蔭様で大方の評判はすこぶる良くて喜んで居ります。 
李ＲＩ会長代理は、日本の戦前の教育を受けております関係上、非常に日本の文化歴史に詳

しくて、大変なご準備の上来て下さったので感銘深いお話をお聞きできました。 
納豆が大変お好きで、３日とも召し上がっておりました。メーカーで味が違いなどとおもし

ろいこと仰っていました。 
下伊那グループにお伺いするのが遅くなり申し訳有りません。 
どうしても日頃絶対と言うくらい伺わない北信濃や東信地区を

先に致しましたのでこうなりました。久保田補佐さんには終始

御世話になり、こうしてクラブ計画書を拝見すると、ＲＩの方

針や強調事項を実に正確に御伝え下さってあり、誠にありがた

いと感謝申し上げます。 
 
此方はいよいよ２０周年を目前に控え、内部充実の年と捉えておられるように拝見しました。 
斉藤会長は、会員全員がロータリーへの更なる理解・共感を得られるようなクラブ運営に努

めると冒頭仰いました。そして、具体的に会員増強を含め方針を示されました。計画書を拝

見すると、実に多くの本数の植樹事業が継続して行われ、書き損じはがきの回収は、想像以

上の多くの資金カンパに貢献する実効のある事業です。 
お金と労力の必要なＩＡＣなど地域に求められる有効な事業であります。 
こうした汗と工夫を伴った堅実で地道な事業展開こそ内部充実であり、ロータリーの活性化

の最も有効な手段です。存分なご活躍を期待いたします。 
「超我の奉仕」という根っこみたいなテーマを掲げ原点復帰を呼びかけた当年度には、誠に

的を射たご方針と拝見しました。 
 
なぜ今更「超我の奉仕」かと言うと、今より遥かに貧しい社会環境と、我々より遥かに脆弱

な職業上の基盤の上に立ち、奉仕という命をロータリーに注ぎ込んだ当時のロータリアンに

対する敬慕の念が、彼をして「超我の奉仕」と言わしめたものとご理解下さい。 
これは間違いなく原点復帰を意味します。 
何時の間にか我々ロータリーアンは、聊か勘違いしてしまった処が御座います。 
例えば、 
1. 奉仕はひたすら金銭的なばら撒きになり、自分達の汗と努力と工夫が希薄になっていな
いかどうか。 

2. 職業奉仕とは、いたずらに規模の拡大と利益の追求が先行し、倫理観が希薄。 
3. 古典的な管理手法に拘り、官僚的、権威主義になっては居ないだろうか。 
4. 一方小手先の小細工的な規約の変更。 
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など気になるところも出て参ります。 
特に日本では、バブル期に顕著に現れ、国民は遍く慎みを失い、一流企業も含め企業倫理な

ど消し飛んでしまいました。またそのしっぺ返しが如何に手厳しかったかは記憶に新しいと

ころであります。 
 
此れは間違いなく原点復帰を意味します。 
そこでもう一度、新しい世紀にロータリーも入ったのだから、発展の原点に眼を向けて、し

っかり腰を落ち着けてやるべきことを着実にやりましょうと言う極めて明確な方針以外の何

ものでもありません。思い切り単純にご理解ください。 
今から８５年も前昭和６年６月に既に米山梅吉は大阪でこう言っています。 
1. ロータリーは単純であらしめたい 
ロータリーと言えば光のある珠である。此の光を妨げる余分なものは捨て去り、珠本来

の光を発揮せしめるように致したい。ロータリーには哲学もある真理もある。然し成る

べくは単純なものにするが良い。規則なども面倒なものは殖えぬ方がよい。 
2. ロータリーは何時までも壮年であれ 
ロータリーは金持ち、老人のクラブでは決してない。あくまでも若い元気の横溢する所

のものでなくてはならぬ。 
3. ロータリーは Serviceと Friendshipの二語に尽く。 
極言すればこの二語に尽きる。友愛の無い尊敬は冷たい。友愛だけのスローガンだけでも充

分世の役に立つと考える。 
何だか今日あるを予言されたような気がしませんでしょうか。 
 
これからの進め方の特徴的な面は継続、協調、公共的イメージの向上にあります。 
  
とかくロータリーは単年度主義で参りました。その結果は、勢い小粒に成らざるを得ない、

思うような効果が得られないと言う悩みは以前から指摘されておりました。一方時に応じた

見直しがかかる、いたずらに前任者が拘束しないと言う良い面も併せて持っております。た

だ、ポリオのように大きなプロジェクトはとてもそうは行きません。長いスパンと大きな費

用をかけてこそ初めて効果が期待できます。クラブにあってもその辺を充分に検討し、議論

を重ねて選択していただきたいと思います。 
  
つぎに協調です。 
ロータリーは他の奉仕団体と組んで事業を展開することは余りありません。ところが、ポリ

オ撲滅ではロータリーだけではどうにもなりませんでした。アフリカ奥地からインド、ネパ

ール、アフガニスタン、ナイジェリア、エジプト・・・紛争もある宗教対立もある、そんな

ところまで踏み入って子どもたちの口に一滴二滴とワクチンを投与し、識別のために落ちに

くいインクで小指を染め、そして追跡していかなければ撲滅は出来ない。そんな時ＷＨＯや

現地ＮＰＯ、ＮＧＯとの協力体制がどんなにか必要であったか容易に想像できます。 
資金面でも、ビルゲイツ財団、国連児童基金、米国ユニセフ基金に働きかけロータリーが主

導的役割を果たしました。 
 
１９８５年にロータリーがポリオプラスを提唱して以来２００４年末までに２０億人を超え

る子供達が接種を受け、概ね９９%の制圧を達成した。このプロジェクトで５００万人もの
発症を防ぎ今もなお毎年５０万人の人が感染を免れていると言います。これは我々の大きな

成果と誇って良いと思います。 
識字率向上でも、すでに１００カ国以上に拠点を持ち、ノーハウを持つセーブ・ザ・チルド

レン財団と組まなければロータリーの持つネットワークだけではあまりにも無力です 
しかしこれらも二面性はあります。どことでも組めばよいと言うものでは無いでしょう。自
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主性が無くなる、達成感・満足感が得られないなど考えられなくもありません。 
しかし、先の国際大会の開会式でステンハマー直前会長は、同じ思いの仲間だと言ってライ

オンズクラブやゾンタクラブの代表者を壇上に招きいれ紹介しておりました。今までではち

ょっと考えられないような情景でした。 
 
米山も多くの人材を育成し、大変感謝されかつ各界での活躍が評価されています。 
コロンボの鬼平の名で有名なチャンドラシリ スリランカ警察庁長官、エイズワクチン開発

の世界的権威の張博士、ガバナーは私の同期の許 国文氏など身近でも多くの方々が活躍し

ております。 
財団国際親善奨学生では緒方貞子さんが有名ですが、今国連の各機関にはかなりの学友が活

躍しています。中でも、中満 泉さんという国連難民高等弁務官事務所の特使特別補佐官の

勤めた方のお話を２７８０地区の地区大会でお聞きしましたが、一口には言い得ないような

立派な活躍でした。 
一日１＄以下で暮らしている人たちを、国連では絶対的貧困者と言うのだそうですが、今１

３億人以上居るのだそうです。 
ポリオも然り、米山、財団然り。 
こうした素晴らしいロータリーの成果が意外にも会員やクラブレベルに良く伝わっていない。

これでは自分たちが本当に良いことをしていると実感することも、喜びを共有することも出

来ない。こんなことこそ地区が、ガバナー事務所が一番先にやらなければいけないことです。 
地区大会の様子が新聞にもＴＶにも載らないようでは本当に申し訳ない。 
怠慢をお詫びして、急いで出来るだけのことをいたします。 

 
会員増強について、草創期とバブル期と現在 
 
日本にロータリークラブが誕生したころの会員は、いずれも社会的、経済的地位の高い方々

ばかりだったはずです。つまり偉くて良い人ばかりでした。根本的にシカゴでの発祥の形と

は違います。 
いま世界中にロータリアンは１２２万人居ます。減った減ったと言っても日本のロータリア

ンは１０万２００人います。２６００地区も７月、８月と増強が進み２３８８名と成りまし

た。偉い人ばかりこんなに集めようとしても物理的に無理です。 
私たちは偉い必要はないと思います。 
他人の痛みの分かる、心優しい職業人であれば良いのです。今はお誘いすれば幾らでも入っ

て頂けた時期でもありません。その代わり今入ってくださる方は、風向き一つで直ぐ辞めて

しまうような人も居りません。今こそ本当にロータリーの理想を理解し、一緒に頑張って頂

ける人ばかりのはずです。 
 
これも米山の言葉を引用しますが、「新しい会員の選考は十二分考えるべきである。その人

格が充分であれば、職業分類はかん酌融通し、人物本位の手堅い方針でやるべきである」と

も言っています。これは昭和５年５月の神戸での地区大会の挨拶の中に一節です。 
 
どんなに儲かる会社でも、仕事そのものが公序良俗に反するような業種であったり、立派な

会社の代表の方であったとしても、クラブの汗をかく奉仕活動には代理の人が出てくるよう

な方は私たちの仲間として相応しくありません。 
一緒に汗をかいて下さるような人が良いですね。 
増強ばかりが目的ではありませんが、援助しなくてはならない案件が山積している以上、心

優しい職業人を此方のような都市型クラブにお願いしないと、地区内には地域的に今後どう

にも増強は不可能ではないかと思われるクラブも幾つか有ります。 
よろしくお願いします。 
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基本的な姿勢 

 
当面ＲＩはポリオのような世界的プロジェクトは計画しておりません。 
日本のガバナー会も、連絡調整機関としての本来の姿に戻すはずです。 
ロータリーの活動は、クラブが主体です。つまり会員の活動により大きく拡がる事こそ最善

の活性化と考えます。 
ＲＩや地区が先頭に立って旗を振って奉仕を展開するようなことはありません。 
お手伝いは幾らでも致します。 
継続して伝統的な植樹事業や、ＩＡＣのような此方には地域に密着した素晴らしい事業があ

ります。クラブの自主的な事業こそ会員の共感と感動を生む最高の手段です。どうぞ存分に

展開してください。 
 
お互いにワンランク上のものには魅力を感じます。どうか色々な面でワンランク上の当クラ

ブが、ますます「光る珠」になっていただき、当地区が「光る珠」のようになりますよう先

頭に立って下るよう心からご期待申し上げます。 
本日は本当に有難う御座いました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

       ロータリー情報 
 
 
 
国際ロータリーの本部は、米国イリノイ州シカゴ地方にあります。近代的な 18 階建

のビルで 37,160 平方メートルの床面積がオフィス用、その他の 3 分の 2 のスペースは

必要となる時まで商業を営むテナントに賃貸してあります。このビルには 190 席の広さ

の講堂、大きな駐車用ガレージ、300 席のカフテリヤをはじめ、この世界本部の 400 人

の従業員が働けるオフィスのスペースがあります。18 階にある役員用のスウイート（一

連の部屋）には国際ロータリーの理事会や委員会の会議用の部屋もありますが、これら

は RI 会長、会長エレクト、財団管理委員会委員長及び事務総長用のオフィスに付随し

て設けてあるものです。 

 

 

ロータリー事務局はＲＩとロータリー財団で約 600人を雇っており、そのうち 500人
はエバンストンに、100人は７つある国際事務局で働いています。 
 

 
 
 
 
 
 


